
１ 単元 比例と反比例

２ 単元の目標

（１）日常生活の中で、比例や反比例の関係を用いて問題を解決しようとしている。

【関心・意欲・態度】

（２）２つの量の関係を比例や反比例の定義や性質を使ってとらえたり、表やグラフから２量の関

係を考察したりしている。 【数学的な考え方】

（３）表やグラフから数量を読んだり、比例や反比例の関係を表やグラフに表したりすることがで

きる。 【技能】

（４）比例や反比例の定義や性質を理解し、その関係を表やグラフに表す方法を理解している。

【知識・理解】

３ 指導上の立場

（１）単元について
伴って変わる２つの数量の関係については、低学年からいろいろな場面で学習してきている。

例えば、２年の乗法九九の構成で、乗数と積の関係は比例関係にあるが、乗法の決まりというこ
とで取り扱われてきている。数量関係としては、４年において「二つの変わる量」で、伴って変
わる２つの数量を表に表したりしている。また、５年において表を用いて、一方が２倍、３倍、
４倍…になれば、他方も２倍、３倍、４倍…になる関係を知る程度の簡単な比例について扱って
いる。本単元では、これまでの既習の学習の内容をもう一度振り返り、数量の関係を比例の場合
についてまとめていこうとするものである。
比例・反比例の学習は、中学一年で負の数も含めて学習され、より一般化されたものとしてま

とめられる。そして、その後、１次関数が学習される。従って、本単元は小学校としての比例関
係のまとめであるとともに、中学校の関数指導につなげるものとして、関数の見方や考え方を伸
ばすところでもある。

（２）児童の実態

略

（３）テーマとの関連から
今年度の研究テーマ「基礎基本の定着と表現力の向上を目指して～学習集団の形成と子どもが

活躍する授業の工夫～」に向けて、まず学習に対する姿勢や態度面の向上を図るために、一人ひ
とりが発言しやすい雰囲気作りに取り組んできた。また、友だちの発言をよく聞いたり、グルー
プでの相談活動や教師への質問をしたりすれば、わからないことを解決できることを日ごろから
指導し、「わからないこと」を「わかるようにする」ことが大切であり、自分のためにわからな
いことは進んで出していくことの必要性を示してきた。
基礎学力の定着のために、今までに学習してきた基本的な計算問題だけでなく、本学級の児童

にとって苦手とされる割合や単位量当たりの数、文章問題などの問題も日々の宿題の中に入れて
いき、授業中答え合わせをしたり解説したりする機会をできる限りもうけてきた。表現力の向上
については、「グループでの相談活動や答え合わせ、教え合い」「話し方や話形、聞き方」「自分
の考えを図や文章にしてノートや黒板に書かせて説明する」を特に指導している。しかし、基礎
基本が定着し表現力が向上している児童はまだ少ないので、今回の指導においても継続を図りた
い。

第６学年 算数科学習指導案



４ 指導計画・評価計画案（全１８時間）

小
単
元

学習内容・（数学的表現力）
評価の観点

関 考 技 知 ◎の具体的内容

実
験
し
て
み
よ
う

（
１
）

●紙の枚数と重さの関係を調べるために、実際に

紙の重さを測って表にまとめる。

●重さから紙の枚数を求める方法を考える。

●紙の枚数と厚さの関係を調べ、その結果を表に

まとめる。

●厚さから枚数を求める方法を考える。

(現)(図)(記)

◎ ◎ ●実験に意欲的に関わり、変化

するいろいろな量について、

その変わり方に着目しようと

している。

●表から２量の関係をとらえ、

変化の様子を考察している。

１

比
例

（
６
）

●紙の枚数と重さとの間にどのような関係があ

るのかを考える。

●紙の枚数から重さを求める方法を考える。

(図)(記)

◎ ○ ●紙の枚数と重さには決まった

関係があることに気づき、そ

れを利用して枚数の求め方を

考えている。

●紙の枚数と厚さとの間にも枚数と重さと同じ

ような関係が成り立つか考える。

●紙の厚さから枚数を求める方法を考え、算数レ

ポートを作成する。

●紙の枚数を求める。

(言)(記)

○ ◎ ●紙の枚数と厚さにも決まった

関係があることに気づき、枚

数の求め方を見いだしてい

る。

●針金の長さと重さの表を見て、どのように変わ

っているかを話し合う。

●長さが２倍、３倍になっているとき重さも２

倍、３倍になっていることことに気づく。

●比例の意味をまとめる。

●針金の長さが 1.5 倍、2.5 倍になった場合や、

２分の１倍、３分の１倍になった場合に、針金

の重さがどのように変わるかを調べる。

(言)(記)

◎ ◎ ●表から２量の関係をとらえる

ことができる。

●比例の意味を理解している。

●水槽に入れた水の量と水の深さが比例してい

ることを知り、２量の関係を調べる。

●深さ÷水の量の値を求め、それが何を表してい

るのかを考える。

●水の量と水の深さの関係を、X と Y を使った式

に表す。

(記)

○ ◎ ◎ ●比例関係を式に表すことがで

きる。

●比例関係を表す式について理

解している。

●針金の長さと重さの表から決まった数を求め、

関係を式に表す。

●比例関係は、Y＝決まった数×X で表すことが

できることを知る。

(記)

◎ ●比例の式の決まった数の意味

を理解している。

●正三角形や正方形の一辺の長さと周りの長さ

が比例していることがわかり、比例の式に表

す。・・・・（本時）

(記)

◎ ○ ●比例関係を式に表すことがで

きる。

２

比
例
の
グ
ラ
フ

（
２
）

●水槽に入れた水の量と深さの関係を調べ、表に

表す。

●グラフに表し、どんなグラフになるか調べる。

●比例関係を表すグラフの特徴を知る。

(図)

◎ ●比例関係を表すグラフの特徴

を理解している。

●グラフから対応する数量を読み取る。

●グラフから様々な情報を読み取る。 (図)

◎ ●グラフから、対応する数量を

読み取ることができる。



３

比
例
の
性
質
を
使
っ
て
（
３
）

●コーラの量とコーラの中に含まれる砂糖の量

との関係を調べる。

●コーラ２５０ｍＬの中に含まれる砂糖の量を

比例の考え方を用いて求める。

●コーラ１８０ｍＬの中に含まれる砂糖の量を

式から求める。

(図)(記)

◎ ○ ●比例関係を用いて問題を解決

している。

●おもりの重さとゴムの伸びる長さの関係を表

したグラフを読み取る。

●グラフから、２量の関係を式に表す。

●グラフの範囲外の量について求める。

(図)(記)

◎ ●比例のグラフをもとにして問

題を解決している。

●３つの予想をもとに、比例のグラフを書く。

●書いたグラフをもとに、どんなことが言えるか

話し合う。

(図)(言)

◎ ●比例関係を活用して、将来の

ことを予測できることを理

解している。

練
習
（
１
）

●既習事項の理解を深める。 ◎ ○

４

反
比
例
（
３
．
５
）

●面積が一定の長方形の、たてと横の長さの関係

を調べる。

●反比例の意味をまとめ、定義を知る。

(図)(言)

◎ ◎ ●２量の関係を表などを用いて

考えている。

●反比例の意味を理解してい

る。

●面積一定の長方形の横の長さを X、縦の長さを

Y としたときに、X と Y の対応する数のきまり

を見つけ、式に表す。

●反比例の関係を表す式を知る。

(図)(記)

○ ◎ ●反比例の関係を、式に表すこ

とができる。

●X×Y＝２４の X、Y に対応する点の組みをグラ

フに表す。

●反比例のグラフを、比例のグラフと比べる。

●反比例の関係にあるグラフを解く。

(図)(記)

○ ◎ ●反比例のグラフの特徴を理解

している。

●歯車の歯数と回転数の関係を表にまとめる。

●２量の関係が反比例していることに気づき、い

ろいろな問題を解く。

(図)(記)

◎ ○ ●反比例の事象が身の回りに見

られ、活用されていることに

気づき、日常生活に対する興

味をもっている。

練
習

（
０
．
５
）

●既習事項の理解を深める。

力
だ
め
し

①
・
②
（
１
）

●既習事項の確かめをする。

●歯車と距離の関係を考え問題を解決する。

●てんびんがつり合うときのきまりを調べ、反比

例の関係を使って問題を解決する。

◎ ●身の回りの事象を反比例の観

点で考察している。



５ 本時案（７／１８時）

学級力学習力向上への重点
基礎基本の自主的な学習方法を習得し、自分の考えを表現しながら発展的

課題解決学習力を身につける。自主的自治的活動場面を組み、協同的実践力

を養う。

目標 正多角形の１辺の長さと周りの長さの関係を調べ、式に表すことができる。【技能】

学習活動 指導上の留意点 教師の支援 評価

１前時の復習を
する。

２本時のめあて
を知る。

３三角形の場合
について考え
る。

・前時に学習した「針金の長さと重さ
の関係を表した表」を例に、比例の
定義について確認する。

・Y が X に比例する時、X と Y の関係
を式で表すと、Y＝決まった数×X に
なったことを確認する。

・決まった数の見つけ方について確認
する。

・めあてを提示する。

・具体物(１辺が１ｃｍ～６ｃｍの正三
角形)を提示し、周りの長さと１辺の
長さとの関係を考えさせる。

・教科書Ｐ４５の問題６を読ませる。

・課題解決の手順を確認する。
(表にまとめる→比例しているか調べ
る→式に表す)

①各自ノートに自分の考えを書かせ
る。

②グループで考えを交流させる。
③全体で意見交換をさせる。
・周りの長さは、１辺×３で求められ
ることをおさえる。

・X の値を２倍、３倍にすると、Y の値
も２倍、３倍となることや、Y÷X の
商が常に３となることから X と Y は
比例関係にあることをおさえる。

・式の意味をおさえる。Y(周りの長さ)
＝X(１辺の長さ)×３(３辺分)

・Y が X に比例する時、
Y＝X×決まった数とも表せる場合が
あることを理解させる。

T２
・特に支援の必要な児童

に個別対応する。
T１
・早くできた児童には、
意見交流に向け、なぜ
そう考えたのか根拠
や理由を言えるよう
に準備させる。

正多角形の一辺と周りの長さの関係を調べ、文字を使った式で表そう。

正三角形の１辺の長さを Xｃｍ、周りの長さを Yｃｍとします。

①表のあいているところに、周りの長さを書き入れましょう。

②Y は X に比例しているでしょうか。

③X と Y の関係を式に表しましょう。また、きまった数は何を表

わしているでしょうか。



４正方形につい
て考える。

６学習のまとめ
をする。

・教科書Ｐ４５の問題７を読ませる。

・問題６と同様、自力解決の後グルー
プでの意見交流をし、全体での意見
交流をする。

・正三角形の周りの長さと同じように
考えさせていく。

・正方形の周りの長さは、１辺の長さ
×４で求められることから、「きまっ
た数」は４であることを捉えさせる。

・式の意味をおさえる。Y(周りの長さ)
＝X(１辺の長さ)×４(４辺分)

・本時の学習を通して、新しくわかっ
たことや気付いたことをノートに書
かせる。

T１
・わからない児童には X

と Y の関係を表にさ
せ、そこから考えるよ
う促す。また、式が早
く完成した児童には、
表にまとめさせたり
根拠や理由をノート
に書かせたりする。

比例関係
を式に表す
ことができ
る。【技能】

正方形の１辺の長さを Xｃｍ、周りの長さを Yｃｍとして、

X と Y の関係を式に表しましょう。

まとめ

Y が X に比例する時、次のようにも表せる。

Y＝X×きまった数

Y＝きまった数×X

Y＝X×きまった数

比例の式は、 の２つある。


